
変更箇所についての新旧対照表

変更後 変更前

全体 ※令和７年度に変更を予定している組織名称等に置き換えました。

P.177 P.177

「草津市こども・若者計画（案）」

【変更内容】

パブリックコメントで「子どもたちが企画から関わり、主体的に考える機会がもっとあるとよいという意見があった。今度は、高校生や社会人になった若者も含め、異年齢、異学年が関われる機会とし

て、またさらに地域の方々との交流の機会として事業を進めていただきたい」との意見を受けて、「③対面形式の意見交換」に上記の記述を追記します。

③ 対面形式の意見交換 

対面形式の意見交換を行う場合は、小中学生や高校生、大学生等、多様な世代のこど

も・若者から参加者を募ったり、同世代で話しやすい工夫をしたり、意見交換の目的や

テーマを明確にした上で、議論がしやすい環境を整えます。また、議論の円滑な進行や、

意見を出しやすい雰囲気づくりのため、ファシリテーターの配置やグループディスカッ

ションなど多様な形式を取り入れるなど、適宜、工夫を行います。また、意見反映によ

る取組につきましては、こども・若者の主体的な参画や地域との連携を進めます。 

事業番号 事業名 担当課 
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変更箇所についての新旧対照表

変更後 変更前

「草津市こども・若者計画（案）」

資料4-1

P153～

154

P153～

154

① 病児保育事業（病児・病後児保育事業） 

【病児・病後児対応型】 

急な病気で集団保育が難しく保護者が仕事で忙しいとき等に、保育士や看護師がいる専用

施設で一時的に児童を預かり、保育・看護を行います。（対象年齢：6か月〜小学 3年生） 

【現状】2箇所（病児保育室オルミス：定員4名、陽だまり：定員4名）《令和6年4月時点》 

【体調不良児対応型】 

また、保育中に体調不良となった場合でも、看護師を確保することで、児童に対して保健

的な対応を行います。（対象年齢：0～5歳児） 

【現状】22箇所（公立：保育所・認定こども園13箇所、私立：保育所・認定こども園9箇所） 

 

 

 

◇広報周知による施設の利用促進 

対象者に広報等で事業を周知し、施設の利用を促進します。 

 

 

区分 単位 

令和 2 

年度 

令和 3 

年度 

令和 4 

年度 

令和 5 

年度 

令和 6 

年度 

実績 見込 

病児・病後児 

対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 260 593 634 1,017 1,298 

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 

体調不良児 

対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 340 584 635 931 4,305 

実施箇所数 箇所 5 5 5 5 22 

区分 単位 

令和 7 

年度 

令和 8 

年度 

令和 9 

年度 

令和 10 

年度 

令和 11 

年度 

目標値 

量の 

見込み 

病児・病後

児対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 1,343 1,383 1,430 1,467 1,508 

体調不良児

対応型 

延べ利用者数 

（年間） 
人日 4,305 4,305 4,305 4,305 4,305 

確保

方策 

病児・病後

児対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 1,936 1,936 1,936 1,936 1,936 

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 

体調不良児

対応型 

延べ利用者数 

（年間） 
人日 5,324 5,302 5,346 5,324 5,390 

実施箇所数 箇所 22 22 22 22 22 

 

【病児・病後児対応型】            【体調不良児対応型】 
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① 病児保育事業（病児・病後児保育事業） 

【病児・病後児対応型】 

急な病気で集団保育が難しく保護者が仕事で忙しいとき等に、保育士や看護師がいる専用

施設で一時的に児童を預かり、保育・看護を行います。（対象年齢：6か月〜小学 3年生） 

【現状】1箇所（病児保育室オルミス：定員4名）《令和7年4月時点》 

【体調不良児対応型】 

また、保育中に体調不良となった場合でも、看護師を確保することで、児童に対して保健

的な対応を行います。（対象年齢：0～5歳児） 

【現状】22箇所（公立：保育所・認定こども園13箇所、私立：保育所・認定こども園9箇所） 

 

 

 

◇広報周知による施設の利用促進 

対象者に広報等で事業を周知し、施設の利用を促進します。 

 

 

区分 単位 

令和 2 

年度 

令和 3 

年度 

令和 4 

年度 

令和 5 

年度 

令和 6 

年度 

実績 見込 

病児・病後児 

対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 260 593 634 1,017 1,298 

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 

体調不良児 

対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 340 584 635 931 4,305 

実施箇所数 箇所 5 5 5 5 22 

区分 単位 

令和 7 

年度 

令和 8 

年度 

令和 9 

年度 

令和 10 

年度 

令和 11 

年度 

目標値 

量の 

見込み 

病児・病後

児対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 1,343 1,383 1,430 1,467 1,508 

体調不良児

対応型 

延べ利用者数 

（年間） 
人日 4,305 4,305 4,305 4,305 4,305 

確保

方策 

病児・病後

児対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 1,371 1,936 1,936 1,936 1,936 

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 

体調不良児

対応型 

延べ利用者数 

（年間） 
人日 5,324 5,302 5,346 5,324 5,390 

実施箇所数 箇所 22 22 22 22 22 

 

【病児・病後児対応型】            【体調不良児対応型】 
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⑥
① 病児保育事業（病児・病後児保育事業） 

【病児・病後児対応型】 

急な病気で集団保育が難しく保護者が仕事で忙しいとき等に、保育士や看護師がいる専用

施設で一時的に児童を預かり、保育・看護を行います。（対象年齢：6か月〜小学 3年生） 

【現状】2箇所（病児保育室オルミス：定員4名、陽だまり：定員4名）《令和6年4月時点》 

【体調不良児対応型】 

また、保育中に体調不良となった場合でも、看護師を確保することで、児童に対して保健

的な対応を行います。（対象年齢：0～5歳児） 

【現状】22箇所（公立：保育所・認定こども園13箇所、私立：保育所・認定こども園9箇所） 

 

 

 

◇広報周知による施設の利用促進 

対象者に広報等で事業を周知し、施設の利用を促進します。 

 

 

区分 単位 

令和 2 

年度 

令和 3 

年度 

令和 4 

年度 

令和 5 

年度 

令和 6 

年度 

実績 見込 

病児・病後児 

対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 260 593 634 1,017 1,298 

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 

体調不良児 

対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 340 584 635 931 4,305 

実施箇所数 箇所 5 5 5 5 22 

区分 単位 

令和 7 

年度 

令和 8 

年度 

令和 9 

年度 

令和 10 

年度 

令和 11 

年度 

目標値 

量の 

見込み 

病児・病後

児対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 1,343 1,383 1,430 1,467 1,508 

体調不良児

対応型 

延べ利用者数 

（年間） 
人日 4,305 4,305 4,305 4,305 4,305 

確保

方策 

病児・病後

児対応型 

延べ利用者数

（年間） 
人日 1,936 1,936 1,936 1,936 1,936 

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 

体調不良児

対応型 

延べ利用者数 

（年間） 
人日 5,324 5,302 5,346 5,324 5,390 

実施箇所数 箇所 22 22 22 22 22 

 

【病児・病後児対応型】            【体調不良児対応型】 
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【変更内容】

本市で病児病後児保育室の運営委託をしております「病児病後児保育室オルミス」（野村八丁目３番１０号）については、受託者からの申し出により、急遽、令和７年３月末をもって閉室することと

なりました。

このため、２施設（定員９６８人×２施設）から１施設分（定員９６８人）の確保方策を減じるとともに、新たな施設を１０月末までに確保することとして、５か月分（定員９６８人／年の５か月分

として定員４０３人）の確保方策を計上し、令和７年度の確保方策を１，３７１人（定員９６８人と定員４０３人の計）とするものです。

⑥
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変更箇所についての新旧対照表

変更後 変更前

「草津市こども・若者計画（案）」

資料4-1

P.96 P.96

【変更内容】

滋賀県との調整において、こども・子育て支援事業債を活用する場合は、本計画と個別事業を記載する別紙が相互に参照していることを明確にする必要があるため、本計画中に具体的な記述を行うよう

助言を受けたことから、上記のとおり記載を変更し、別紙にとりまとめることを明記し、相互に参照していることを明確にします。

5 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の推進に必要な整備については、充当可能な補助制度等を活用します。また、こども・子育て支援事業債を

活用予定の事業については別紙にとりまとめて、計画的に実施します。 

5 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の推進に必要な整備については、充当可能な補助制度等を活用します。また、こども・子育て支援事業債を

活用予定の事業については本計画と整合を図りながら整理して計画的に進めます。 
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